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研究成果報告書の構成及び要旨 

 

本研究成果報告書は、平成 30 年度～令和元年度の２年間に実施した、研究チームの

研究、及び、各指定研究協力地域の課題を踏まえた地域実践研究員による研究の報告で

ある。全体の流れとしては、本研究の「『多様な教育的ニーズに対応できる学校』の視点

を整理し、それを推進するプロセスや方策について、学校現場に具体的な提案を行う」と

いう目的に沿って論を展開し、地域実践研究員の研究報告については、その研究全体の文

脈に位置づけて紹介している。 

第１章では、研究の背景と目的、研究方法、研究体制等について述べている。 

第２章では、「多様な教育的ニーズに対応できる学校づくり」の理論的な背景について、

様々な角度から整理し、学校づくりの目指す方向性やその推進の方策について提案してい

る。関連する文献等の中から、特に、米国における学力向上の取組と結びついた学校づく

りのモデル「多層的な支援システム」（Multi-Tiered System of Supports: MTSS）に注目

した。本研究では、最終的に、「多様な教育的ニーズのある子どもの学びを保障する学校づ

くり」を可能にする、我が国における「多層的な支援システム」のモデルを作成し、多層

的な支援システムを機能させるための視点を整理した「学校づくりデザインマップ（試案）」

を提案しているが（第５章）、この第２章はその理論的背景となるレビューである。なお、

このレビューにあたっては、研究協力者に知見をいただいており、それらの寄稿は資料と

して巻末に掲載している。 

第３章は、指定研究協力地域における研究であり、静岡県（２年間）、横須賀市（２年間）

奈良県（初年度のみ）の各地域実践研究員が研究報告を行っている。いずれの研究も、各

地域における学校づくりに関する調査や課題解決を実施するにあたり、「多層的な支援シス

テム」や検討過程にあった「学校づくりデザインマップ」の視点を各地域の研究において

活用した。また、最終的な「学校づくりデザインマップ（試案）」には、各地域の研究から

得られた知見が採り入れられた。 

第４章は、特色ある学校の学校づくりプロセスの事例である。本研究では、多様な教育

的ニーズに学校ぐるみで対応し成果を上げている学校について、研究協力者や教育委員会

等から推薦のあった８校（小学校４校、中学校２校、高等学校２校）について訪問調査を

行った。さらにそのうちの４校（小学校２校、中学校１校、高等学校１校）については複

数回訪問し、３年～５年をかけて行われてきた学校づくりのプロセスについて詳細な情報

収集を行った。これらの学校づくりのプロセスの事例から、多くの学校や教育委員会が参

考にできると思われる取組についての考察を行っている。この考察は、第５章で提案する

「学校づくりデザインマップ（試案）」の内容と連動している。 

第５章は、「学校づくりデザインマップ（試案）」の提案である。日本の教育施策や学校

文化を反映した資料とするために、第４章の学校づくりのプロセスの事例の考察から得ら

れた知見を反映している。また、第３章の指定研究協力地域が実施した研究から得られた
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